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 氏 名 梅 野 徹 也 
（論文審査の結果の要旨） 
 本論文は、木造住宅の外壁の壁体内通気層について通気量や温湿度変動の実態を把握
することにより、壁体内通気層における湿害を防止するために求められる通気性能を明
らかにし、壁体内通気層の適切な設計のための知見を得ることを目的としたものであ
り、得られた主な成果は次のとおりである。 
１．実験住宅における通気層内風速の測定を行い、壁体内通気層の風速は約 80%の時間
で 0.4m/s 未満と小さいこと、10～20%の時間帯で下向きの通気が生じていることなど通
気層内風速の実態を把握するとともに、通気の駆動力である通気層内外温度差および外
部風速･風向と通気量との関係を定量的に明らかにしている。 
２．実験住宅において通気層内温湿度変動の実測調査を行い、断熱および室内防湿がな
された外壁の通気層の温湿度は、室内温湿度の影響をほとんど受けず外気温湿度に追随
して変動すること、壁面日射の影響を強く受けて日中は外気より 20～30℃高い温度と
なるといった通気層内温湿度の特性を明らかにしている。また、外装材から水蒸気が放
湿される日中に通気量が増え、外装材が吸湿する夜間に通気量が減るという日変動を繰
り返すことにより、外装材に含まれる水分量が減少し、通気層の絶対湿度は外気の絶対
湿度より低くなることを明らかにしている。 
３．壁体内通気層の合板と透湿防水シートの間に灰汁を含む液水を生じる湿害の事例を
取り上げ、その原因について検討している。灰汁を含む液水は合板の通気層側表面で生
じた結露水であるとの推定の下、実験室での灰汁再現実験を行い、合板表面での結露が
１日程度継続すると、実住宅で起きていたのと同様の灰汁現象が発生することを明らか
にしている。数値解析による検討を行い、通気量が少ない通気層では合板表面で短時間
の結露を生じること、雨水や高湿な外気の流入などの条件の厳しい環境では合板表面で
結露を生じ湿害に繋がる可能性があることを示している。 
４．壁体内通気層における通気量の簡易推定モデルおよび温湿度の予測モデルを提案
し、室内からの湿流の増加は合板の室内側における高湿化の要因となるが通気層の温
湿度への影響は小さいこと、外気からの湿流の増加に対しては通気量を増やすと結露
防止効果が期待できるものの、外気が高湿度な状況では高湿度な環境が長期間続くこ
と、雨水の侵入による通気層の高湿化を抑制するには、一般的な通気層の数倍の通気
量が必要となることなど、室内外からの湿流が通気層温湿度に及ぼす影響を明らかに
している。提案した推定モデルにより、外気条件と通気層の条件から、通気層の通気
量および温湿度を概ね推定することが可能となり、壁体内通気層における湿害の防止に
必要な通気量を評価することが可能となった。 
本論文は、湿害を生じない通気層の設計について学術上、実際上寄与するところが少
なくない。よって、本論文は博士（工学）の学位論文として価値あるものと認める。ま
た、平成２８年２月２２日、論文内容とそれに関連した事項について試問を行った結果、
合格と認めた。 
 
